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あらまし:現在,過疎化・少子高齢化が進む人口過少地域では,いくつかの教育上の課題を抱えている,これらの

課題を解決するために,地理的に離れている小学校の二つの学級で,学級集団のつながりとしてテレビ会議シ

ステム,個人間のつながりとして協調学習ツール（つながる授業アプリ）を活用して遠隔合同授業を実践した.

本稿では,これらの学習環境を活用した授業での指導方法について述べる. 
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１. はじめに 

小規模校には,一学級の児童・生徒数が少ないこと

できめ細やかな指導ができるという特長があり,「比

較的学力が高い」,「一人学びが充実している」など

の強みがある.その一方で,「児童の人間関係が固定

化する」,「多様な考えに触れる機会が少ない」,「学

び合いの機会が少ない」などの教育上の課題を抱え

ている.これらの課題を解決するための一つの方策

として,地理的に離れた２つの学校を ICT で接続し

て遠隔合同授業を展開することが考えられる.これ

からの新しい時代を生きていく子どもたちには,単

なる社会的な変化への受け身の対応ではなく,多様

で「自立」した個人が他者と「協働」することによ

り,新しい価値や社会の変化自体を主体的に「創造」

していく力を持つことが期待されている.児童生徒

の一人学び等における自ら学ぶ力を有している小規

模校において,児童が ICT を活用して多様な考えに

触れる機会や学び合いの機会等を充実させることに

よって,新しい時代を生きていくための力を身につ

けていく可能性がある. 

 

２. 研究の目的と方法 

本研究では,小規模校における学習面での課題を

解決するために萩市教育委員会が行っている萩市立

佐々並小学校と明木小学校間での ICT を活用した遠

隔合同授業の実践に参画して,ICT を効果的に活用

した遠隔合同授業に寄与する授業展開や学習方法に

ついて探究することを目的とする.遠隔合同授業の

実践では,地理的に離れている二つの学級を一つの

学級として学級集団のつながりを保障するためにテ

レビ会議システムを活用して全体学習を進めた.ま

た,地理的に離れている教室の児童個人間のつなが

りを保障するために「つながる授業アプリ」を活用

して協調学習を実施した.なお,今年度の実践は,算

数科および社会科で行われた. 

 

３. つながる授業アプリとは 

 本実践では,タブレット端末における協調学習ツ

ール「つながる授業アプリ」を活用した.「つながる

授業アプリ」には,協調学習を行う際に必要な機能が

多く備わっている.以下に特筆すべき機能を示す. 

・自分の考えを書き込む機能：ノートページに自

分の考えを書き込んで表現することができる.ペン

の色や太さを変える機能などが備わっており,自由

に表現することができる. 

・コミュニケーションを取る機能：２人～４人で
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動画,音声のやり取りを行うことができる. 

・考えを交流する機能：共有ページで自分の考え

とペアやグループの相手の考えを交流することがで

きる.お互いに書き込みをすることができ,その書き

込みはリアルタイムで相手へ送られる. 

・教師が学習者のノートページを閲覧する機能：

教師用のアカウントでは,学習者の書き込んだ内容

がリアルタイムで表示され,学習者の状況を把握す

ることができる. 

以上の機能より,特にペア・グループ学習において

活用することで,効果的な協調学習を行うことがで

きる. 

 

図 1 学習者のノートページ 

 

図 2 教師用アカウントでの学習者のページ一覧 

 

４. ICT を効果的に活用した遠隔合同授業 

４.１ 遠隔合同授業の授業デザイン原理 

ICT を活用して遠隔合同授業を行う際の授業デザ

インの原理を以下の４点にまとめた. 

・授業担当の教師は,常に相手の学校の児童を意識

すること. 

・教師は,児童同士が関わることのできる状況をつ

くること.その際,教師は両校の児童の言動をつなぐ

役割になること. 

・教師は,二つの学級の意見や考えを大切にし，交

流できるように支援すること. 

・一人学びやペア・グループ学習の意見や考え方

を全体共有することを大切にすること. 

 

４.２ ICT を活用した効果的な授業場面 

これらの原理により,ICT を活用した遠隔合同授

業を行う上での代表的な授業場面は,普段の授業と

同じように,「課題設定」「一人学び」「ペア・グルー

プ学習」「全体学習」「まとめ・振り返り」が挙げら

れる.これらは各授業のねらいによって授業展開が

変わってくる.ここでは,協調学習において特に重要

である「ペア・グループ学習」「全体学習」の授業場

面においての活動目的と留意点を整理した. 

ペア・グループ学習 

一人学びで考えたことを「つながる授業アプリ」

を活用してペアやグループで意見の交流を行う.自

分の考えを相手に伝え,相手の考えを聞き,両者の考

えを比較することで自分の考えを修正,強化するこ

とや新たな考えを創造することができる.ペア学習

中は教師の介入が行いづらいので,事前に明確な指

示を行うことが重要である. 

全体学習 

一人学びやペア・グループ学習を通して考えたこ

とを全体へ広げる.児童は多様な意見や考え方に触

れ,新たな視点や考え方を持つことができる.教師は

児童の発言を全体に問い返す際の言葉かけを工夫す

るなどして,全体で考えを共有しながら授業を進め

ていくことが求められる. 

 

５. おわりに 

 遠隔合同授業の実践を通して,「普段ほとんど発表

をしない児童が,ペア学習の際に積極的に相手に意

見を伝えようとする姿」や「より相手に分かりやす

く伝えるために表現の仕方を工夫する姿」など児童

が変容していく姿を見ることでき,その有用性を実

感できた.また,ICT 活用能力の向上も見られ,低学

年時から長期的に実践を行うことで,より効果的な

授業を行うことができると考える. 
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